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「大丈夫です」

グアテマラ

グアテマラ市

グアテマラ

グアテマラ市
サカパサカパ
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メキシコメキシコ

南米南米

グアテマラ農
村部

４日

首都100万人
が植樹活動

に参加

続く超低金
利、多数の

公

益法人が事
業縮小

民主党幹部
「憲法草案

は

過去の憲法
より後退」

トランプ氏
、ウィスコ

ン

シン州予備
選が正念場

贈収賄や隠
蔽、ブラジ

ル

に危機もた
らす

移民送還で
ギリシャ・

ト

ルコ国境大
混乱

仏地方行政
、左派地域

の

赤字顕著に

アルメニア
系組織とア

ゼ

ルバイジャ
ン軍が戦闘

ナゴルノカ
ラバフで武

力

衝突、紛争
再燃の懸念

シシ大統領
、モーリタ

ニ

ア大統領と
会談

ＪＩＣＡ熊本
デスク

阿南栄子
国際協力考え

る契機に

少数民族の
村テラクワ

ラで、ギニ
ア虫症撲滅

の啓発巡回
の

メンバーと
。前列左端

が私＝2009
年２月

①

火

金
曜
日
掲
載
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青
年
海
外
協
力
隊
制
度
が

発
足
し
て
昨
年
は

年
の
節

目
で
し
た
。

〜

歳
の
隊

員
た
ち
は
途
上
国
を
中
心
に

技
術
協
力
な
ど
の
支
援
を
続

け
、
こ
れ
ま
で
に

カ
国
で

累
計
４
万
人
が
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
専
門
的
な
キ
ャ
リ
ア

を
生
か
す

〜

歳
の
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
今

年
で

年
で
す
。

と
も
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際

協
力
機
構
）
が
派
遣
。
日
本

国
籍
を
持
つ
健
康
な
人
は
誰

で
も
応
募
で
き
、
試
験
に
合

格
す
れ
ば
２
カ
月
の
訓
練
を

経
て
原
則
２
年
間
、
任
地
で

要
請
に
沿
っ
た
活
動
を
し
ま

す
。熊

本
出
身
の
方
も
活
躍
さ

れ
「
青
年
」
の
派
遣
数
は
人

口
比
で
全
国
９
位
。

私
も
２
０
０
８
年
か
ら
２

年
間
、
西
ア
フ
リ
カ
の
最
貧

国
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
ニ
ジ

ェ
ー
ル
の
テ
ィ
ラ
ベ
リ
州
保

健
局
で
、
ギ
ニ
ア
虫
症
（
寄

生
虫
症
）
の
撲
滅
啓
発
活
動

に
携
わ
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
と
き
読
ん
だ
本

で
、
開
発
途
上
国
の
抱
え
る

問
題
は
先
進
国
が
関
与
し
て

い
る
と
知
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
い
つ
か
国
際
協
力

と
し
て
人
の
助
け
に
な
る
仕

事
が
で
き
た
ら
と
思
い
続

け
、
病
院
勤
務
を
経
て
応
募

し
た
の
で
し
た
。

昨
年

月
か
ら
、
熊
本
市

国
際
交
流
会
館
を
拠
点
に
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
地
域
窓
口
と
な

る
国
際
協
力
推
進
員
を
務
め

て
い
ま
す
。
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
人
へ
の

支
援
や
学
校
や
企
業
で
の
体

験
談
披
露
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
企
業
の
海
外
事
業
展
開

の
支
援
相
談
な
ど
で
す
。

次
回
か
ら
、
熊
本
出
身
隊

員
の
現
地
リ
ポ
ー
ト
を
お
伝

え
し
ま
す
。
国
際
協
力
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
熊
本
市
出
身
）

※バーコー
ドを携帯電

話で読

み取り、サイ
トにアクセ

スして、

ハングルの
発音を聞く

ことがで

きます（パ
ケット料金

がかかり

ます）。

くまにちコ
ムの特設ペ

ージでも聞
くことが

できます ＵＲＬは
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同
国
の
女
性
支
援
団
体
「
健
全

な
性
と
生
殖
の
監
視
機
関
（
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｒ
）
」
に
よ
る
と
、
２
０
１
４

年
の

〜

歳
の
少
女
の
妊
娠
件

数
は
５
１
１
９
件
。
専
門
家
に
よ

る
と
、
人
口
当
た
り
の
割
合
は
中

南
米
で
も
特
に
多
く
、
７
割
以
上

が
近
親
者
に
よ
る
強

ご
う

姦
か
ん

の
結
果
と

い
わ
れ
る
。

東
部
サ
カ
パ
で

年
に
出
産
し

た
２
人
の
少
女
が
保
護
者
同
伴
で

取
材
に
応
じ
た
。

ノ
ル
マ
・
デ
ィ
ア
ス
さ
ん

は
母
と
継
父
、
妹
と
暮
ら
し
て
い

た
が
、
母
親
の
留
守
中
に
継
父
に

乱
暴
さ
れ
妊
娠
し
た
。
妊
娠
が
発

覚
す
る
ま
で
母
に
は
言
え
な
か
っ

た
。
言
え
ば
「
お
ま
え
も
母
も
殺

す
」
と
脅
さ
れ
た
か
ら
だ
。
継
父

は
訴
追
さ
れ
、
禁
錮

年
の
判
決

を
受
け
た
。

カ
テ
リ
ン
・
ア
ル
ダ
ナ
さ
ん

は
母
の
い
と
こ
の
男
に
２
度

強
姦
さ
れ
妊
娠
。
男
に
は
妻
と
６

人
の
子
ど
も
が
い
て
、
ア
ル
ダ
ナ

さ
ん
が
産
ん
だ
男
児
を
認
知
し
な

い
。
男
は
大
規
模
農
園
の
警
備
員

で
地
域
の
有
力
者
と
コ
ネ
も
あ

る

銃
を
持
っ
て
お
り

ア
ル
ダ
ナ

さ
ん
の
両
親
は
怖
く
て
抗
議
で
き

な
い
。
告
訴
し
て
も
も
み
消
さ
れ

そ
う
で
泣
き
寝
入
り
の
状
態
だ
。

２
人
の
少
女
は
い
ず
れ
も
産
ん

だ
子
は
「
か
わ
い
い
」
と
い
う
。

カ
ト
リ
ッ
ク
の
敬

け
い

虔
け
ん

な
信
者
で
、

人
工
中
絶
は
「
罪
だ
か
ら
」
考
え

な
か
っ
た
と
デ
ィ
ア
ス
さ
ん
。

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｒ
の
担
当
者
エ
リ
サ
ベ

ス
・
レ
ム
ス
さ
ん

に
よ
る

と
、
こ
う
し
た
少
女
ら
の
多
く
は

性
教
育
を
含
め
た
教
育
を
受
け
て

お
ら
ず
、
妊
娠
の
理
由
や
、
強
姦

と
い
う
犯
罪
の
被
害
者
で
あ
る
こ

と
さ
え
理
解
し
て
い
な
い
場
合
も

多
い
。
だ
が
、
そ
の
後
ト
ラ
ウ
マ

（
心
的
外
傷
）
と
な
り
、
子
ど
も

へ
の
虐
待
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と

も
。
完
全
に
発
育
し
て
い
な
い
体

で
の
出
産
は
危
険
も
伴
う
。

国
連
児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）

グ
ア
テ
マ
ラ
事
務
所
の
篭
嶋
真
理

子
副
代
表

は
、
農
村
部
で
は

家
長
で
あ
る
父
親
の
権
限
が
極
め

て
強
く
、
女
性
の
人
権
が
軽
視
さ

れ
が
ち
な
こ
と
が
問
題
の
根
底
に

あ
る
と
指
摘
。
少
女
ら
へ
の
教
育

を
推
進
し
、
女
性
の
地
位
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
急
務
だ
と
話
し

た
。Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｒ
は
保
守
的
な
同
国
で

普
及
が
遅
れ
て
い
る
性
教
育
の
充

実
や
、
妊
娠
し
た
少
女
の
ケ
ア
、

加
害
者
の
訴
追
な
ど
に
取
り
組

む
。最

近
は
ジ
カ
熱
と
い
う
新
た
な

懸
念
材
料
も
。
妊
婦
の
感
染
と
新

生
児
の
小
頭
症
と
の
関
連
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
た
め
グ
ア
テ
マ
ラ
政

府
は
国
民
に
妊
娠
の
先
送
り
を
勧

告
し
た
が
、
性
暴
力
で
妊
娠
し
た

少
女
ら
へ
の
対
策
は
後
手
に
回
っ

て
お
り
、
レ
ム
ス
さ
ん
は
「
非
常

に
危
険
な
状
態
」
と
警
告
し
た
。

（
グ
ア
テ
マ
ラ
市
共
同

中
川
千

歳
）

性
暴
力
で
少
女
ら
多
数
妊
娠

極端な男性優
位 女性の地位向

上 急務

グアテマラ
東部サカパ

で出産した
男児を抱く

カテリン・

アルダナさ
ん（左から

２人目）と
母（手前）

、父と弟

＝2015年
月（共同）
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中米グアテ
マラで、近

親者らによ
る性的暴行

で多数の少
女が妊娠し

社会問題と
なって

いる。極端
な男性優位

主義の文化
が大きな要

因とされ、
特に教育の

普及が遅れ
ている農

村部が深刻
だ。少女の

心身への悪
影響は甚大

。古くから
あった問題

が顕在化し
つつある

とみられ、
支援機関が

実態把握と
対策に奔走

している。

【
ボ
ス
ト
ン
共
同
】
音
楽
を
通

じ
て
米
国
な
ど
に
よ
る
東
日
本
大

震
災
の
復
興
支
援
へ
の
感
謝
を
伝

え
よ
う
と
、
福
島
県
の
中
高
生
た

ち
で
つ
く
る
「
福
島
青
年
管
弦
楽

団
」が
米
東
部
ボ
ス
ト
ン
を
訪
れ
、

名
門
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
が
本
拠

地
と
す
る
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
」で
３
日
、演
奏
会
を
開
い
た
。

生
徒
た
ち
が
入
場
す
る
と
、
約

千
人
の
観
客
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
歓
迎
。
米
作
曲

家
バ
ー
バ
ー
の
「
弦
楽
の
た
め
の

ア
ダ
ー
ジ
ョ
」
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
な
ど
の
、
熱

の
こ
も
っ
た
演
奏
に
大
き
な
拍
手

で
応
え
た
。

同
管
弦
楽
団
は
東
北
地
方
で
被

災
者
支
援
を
続
け
て
い
る
ギ
リ
シ

ャ
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
パ
ノ
ス

・
カ
ラ
ン
さ
ん
が
主
導
し
て
結

成
。
２
０
１
４
年
に
ロ
ン
ド
ン
で

演
奏
会
を
行
い
、
昨
年
８
月
の
東

京
で
の
公
演
は
皇
后
さ
ま
も
鑑
賞

さ
れ
た
。

バ
イ
オ
リ
ン
を
担
当
し
た
福
島

県
立
橘
高
２
年
の
斎
藤
ゆ
き
み
さ

ん

は
「
ロ
ン
ド
ン
や
東
京
で

は
復
興
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
け
ど
、

今
回
は
被
災
者
支
援
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
福
島
の
元
気
を
伝
え
た

か
っ
た
」
と
話
し
た
。

カ
ラ
ン
さ
ん
は
「
生
徒
た
ち
は

持
っ
て
い
る
以
上
の
力
を
出
し
切

っ
た
。
誇
り
に
思
っ
て
い
る
」

と
述
べ
た
。
近
く
に
住
む
バ
ー
バ

ラ
・
ヒ
ッ
ク
ス
さ
ん
は
「
素
晴
ら

し
い
演
奏
に
心
が
震
え
た
。
福
島

か
ら
勇
気
を
も
ら
っ
た
」
と
語
っ

た
。同

楽
団
の
渡
米
を
全
面
的
に
支

援
し
た
ボ
ス
ト
ン
日
本
協
会
前
理

事
長
の
ピ
ー
タ
ー
・
グ
リ
ー
リ
さ

ん
は
「
生
徒
か
ら
『
福
島
は
く
じ

け
て
い
な
い
と
演
奏
で
伝
え
た

い
』
と
言
わ
れ
心
を
打
た
れ
た
。

公
演
が
実
現
し
て
良
か
っ
た
」
と

語
っ
た
。

復興支援 感謝
の旋律

福島の中高生
米で演奏会

３日、米東
部ボストン

のシンフォ
ニーホール

で

演奏する「
福島青年管

弦楽団」（
共同）
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